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九
条
通
以
北
の
旧
平
安
京

域
、
東
寺
か
い
わ
い
の
京
都
市

街
地
で
、
今
な
お
、
ね
ぎ
畑
が

点
在
す
る
現
実
に
な
ぜ
か
ほ
っ

と
す
る
。
京
の
底
冷
え
が
厳
し

い
冬
の
あ
る
日
、
羅
城
門
跡
や

西
寺
跡
に
近
い
ね
ぎ
畑
の
く
ぼ

地
に
も
、
珍
し
く
氷
が
張
っ
て

い
た
。
私
は
、
九
条
ね
ぎ
の
栽

培
歴
が
六
十
年
を
超
え
る
大
薮

庄
三
さ
ん
が
、
畑
で
収
穫
に
精

出
す
姿
に
見
と
れ
て
い
た
。

関
東
の
根
深
白
ね
ぎ
種
に
対

し
て
、
葉
ね
ぎ
種
の
代
表
格
・

九
条
ね
ぎ
は
、
霜
や
寒
波
の
到

来
で
、
ぬ
め
り
の
う
ま
さ
と
甘

み
が
一
段
と
増
す
と
い
う
。
竹

か
ご
に
盛
ら
れ
た
泥
が
つ
い
た

ね
ぎ
株
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、

夜
な
べ
で
掃
除
、
水
洗
い
し
、

翌
朝
に
は
市
場
へ
出
す
。

大
薮
さ
ん
は
こ
こ
数
年
、
埠

元
の
膚
橋
小
（
京
都
市
両
区
）

で
九
条
ね
ぎ
の
魅
力
を
紹
介
し

て
い
る
。
ね
ぎ
嫌
い
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
畑
の
大
薮
さ
ん
に

「
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の

が
、
う
れ
し
い
と
目
を
細
め
る
。

東
、
北
陸
に
も
根
を
降
ろ
し
た
。

そ
こ
で
新
品
種
に
姿
を
変
え
い

地
域
特
産
野
菜
と
し
て
人
々
の

健
康
を
支
え
て
い
る
。
姫
路
と

和
田
山
を
結
ぶ
J
R
播
但
線
沿

い
の
兵
庫
県
朝
来
町
に
は
、
約

二
百
年
前
に
持
ち
帰
ら
れ
た
京

ね
ぎ
が
「
宕
津
ネ
ギ
」
に
品
種

と
思
う
。
平
安
時
代
に
は
ね
ぎ

栽
培
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
残
っ
て
い

る。
首
本
最
古
の
ね
ぎ
の
記
述

は
、
七
三
七
年
（
天
平
九
年
）

に
都
を
中
心
に
天
然
痘
が
流
行

し
た
時
、
朝
廷
が
発
令
し
た
太

政
官
符
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
防

明
治
時
代
に
命
名
さ
れ
た
と

い
う
九
条
ね
ぎ
は
七
条
の
村
々

や
東
九
条
村
、
贋
橋
村
を
主
な

産
地
と
し
た
が
、
市
街
地
の
開

発
と
共
に
、
吉
祥
院
や
鳥
羽
へ

と
移
っ
た
。
府
内
で
は
、
当
時

の
天
田
郡
西
中
筋
村
、
加
佐
郡

中
筋
村
、
与
謝
郡
府
中
村
な
ど

府
北
部
で
も
、
ね
ぎ
産
地
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
。

京
ね
ぎ
は
江
戸
時
代
の
文
献

で
も
、
草
守
近
辺
で
顔
を
見
せ
、

西
日
本
各
地
に
伝
え
ら
れ
、
関

改
良
さ
れ
て
い
る
。

ね
ぎ
は
ユ
リ
科
、
花
言
葉
が

「
愛
き
ょ
う
」
だ
。
中
央
ア
ジ

ア
・
パ
ミ
ー
ル
高
原
一
帯
が
原

産
地
で
あ
る
。
地
名
は
中
国
名

を
葱
嶺
と
言
う
。
ね
ぎ
が
持

つ
効
能
の
情
報
と
共
に
、
絹

の
道
を
経
て
、
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
の
は
奈
良
時
代
以
前
だ

疫
対
策
七
力
条
章
不
し
、
食
べ

物
魔
法
の
一
つ
と
し
て
「
韮
や

ね
ぎ
を
よ
く
煮
て
多
食
L
す
る

こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
同
じ

こ
ろ
の
木
簡
記
録
に
も
そ
の
名

が
残
る
。
ね
ぎ
栽
培
は
予
想
以

上
に
早
く
全
国
的
に
普
及
し
て

い
た
よ
う
だ
。

（
野
菜
文
化
史
研
究
家
）
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